
　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
６月１日（金）、社団法人名古屋銀行協会会議室において、
社団法人キタン会と共催で、第６回名古屋ビジネスセミ
ナーを開催しました。
　本セミナーは、大学の地域社会への貢献という時代的要
請に応えるため、本学関係者に限定しないオープンなかた

ちでセミナーを開催することにより、経済に関する「知」
の共有を通じた地域社会活性化への貢献を目指すもので、
毎回、重要な経済問題をテーマに、一流の経済学者、経営
者、専門家を講師に迎え、開催しています。
　今回は、野崎謙二同センター教授の司会のもと、
原田　泰大和総研チーフエコノミストが「アジアの発展と
日本経済」について講演しました。まず原田氏が、日本の
景気回復の要因を紹介した後、中国を中心とするアジアの
発展と日本経済の関係について解説し、相互に利益がある
互恵関係のあり方について提言しました。これに対して会
場から活発に意見、質問が出され、最後に高桑同センター
長から総括のあいさつがありました。
　会場には、東海地域の第一線で活躍するビジネス関係者
をはじめ、産学官の多様な分野から定員一杯となる約100
名の参加者が集まりました。

　今年度の大学院国際言語文化研究科公開講座が、６月13
日（水）、文系総合館カンファレンスホールにおいて始まり
ました。
　同研究科は、諸言語、諸地域、諸分野の専門家を抱える
利点を活かして、数年前から毎年、学際的なテーマで公開
講座を開催してきました。今回は、「日本語の魅力」と題

して、最終日の７月20日（金）まで、週２回、計12回の講演
を行っています。
　日本に住む外国人がどんどん増えている中、外国語とし
ての日本語日本文化教育の必要性が年々高まっており、そ
のような状況を反映してか、書店でも日本語についての一
般読者向けの書籍を多く見かけるようになりました。今回
は、同研究科の教員だけでなく、留学生センターやエコト
ピア科学研究所の教員も参加して、言語研究、日本語教育、
文化研究、認知科学など様々な分野から日本語の多様な側
面について論じています。
　第１回は、吉村同研究科長の開講のあいさつに引き続き、
籾山洋介留学生センター教授による「日常言語に潜む比喩：
言語と認知」と題する講義が行われ、29名の受講者との間
に活発な質疑応答がありました。第２回以降も「日本語の魅
力」に踏み込んだ様々な講義で、受講者に好評を博しました。
　７月15日以降の講義は、下記のとおりです。
・ 「知覚の偏り、判断の偏り」　
　外池俊幸エコトピア科学研究所教授（７月18日）
・ 「明治翻訳語の面白さ」　
　福田眞人国際言語文化研究科教授（７月20日）
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セミナーの様子

第１回講座で講義を行う籾山教授
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